
野辺山電波ヘリオグラフの 
超高性能のひみつ 
 野辺山電波ヘリオグラフは太陽観測専用の電波望遠鏡で、「ヘリ
オ」は太陽を、「グラフ」は撮像装置を意味します。 直径80cmのパラ
ボラアンテナ84 基が東西490m、南北220mのT字型の線上に配置さ
れた干渉計方式の望遠鏡です。2015年に名古屋大学宇宙地球環
境研究所に運用は移管されましたが、毎日8時間の連続観測を継続
して実施し、最近10年での稼働率は99%以上と、日本の観測用望遠
鏡としては最高レベルの稼働率を誇っています。 
 太陽表面は一見平穏に見えますが、その表面付近では激しい活
動を起こします。黒点の周りで起きる爆発現象（太陽フレア）ではエ
ネルギーの高い粒子が作られ、それか黒゙点磁場に巻き付いて非常
に強い電波を発生します。電波ヘリオクラ゙フはこの電波をとらえて高
エネルギー粒子の発生機構をつきとめようとしています。野辺山太
陽強度偏波計をはじめ、太陽観測衛星「ひので」や三鷹にある光学
望遠鏡を含めた世界の太陽望遠鏡とも協力して、太陽の表面で発
生するさまざまな現象の研究を行 っています。  

 この電波望遠鏡の紙模型を作りつつ、その超高性能の秘密について探っ
てみましょう。  
 
主要な性能諸元 
 主鏡直径： 80cm  
 アンテナ数： 84 
 配列： T字型（東西490m、南北220m） 
 観測周波数：17GHz（左右両円偏波）、34GHz（強度のみ）    
 観測視野： 太陽全面 ※太陽直径は約 1900 秒角 
 空間分解能：10 秒角（17GHz） 5 秒角（34GHz）  
 時間分解能：0.1 秒（活動時） 1 秒（静穏時）  

野辺山のその他の太陽観測装置 
 
野辺山太陽強度偏波計 
 1、2、3.75、9.4、17、35、80GHzと 
様々な周波数において、太陽から 
の電波の強さを測定し、太陽活動 
の様子を調べています。なかでも 
比較的長い波長の装置は、1994年 
に名古屋大学空電研究所（豊川） 
から移設され、特に3.75GHzでは、 
1951年より60年以上観測を継続し 
ています。 

野辺山干渉計 
 奥の赤いアンテナが
160MHz用（1970-1989）、
手前のアンテナが
17GHz用(1971-1992）で、

現在では運用を終了し、
撤去されました。 

野辺山電波へリオグラフと45m電波望遠鏡  

 160GHz用は西はりま、みさと天文台へ、１７GHz用は野辺山、三鷹などで
パラボラ実験用として、それぞれ利用されています。 
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